
  

【2019 年度 自己評価結果報告書 】 

 

2020 年 3 月作成 

飯倉幼稚園 

 

1．本園の概況 

1組織の目的  

1） 学園の経営理念（ポリシー) 

     

時代の流れを的確につかみ、未来を担う子どもたちの健全な育成を目指し、 

満足できるサービスを提供することにより、地域社会に貢献してまいります 

 

 

2） 学園の経営目標（ビジョン） 

     

地域に欠かすことのできない 100年続く学園の想設 

 

 

3） 学園の経営方針（ミッション） 

 

1. 「子ども」第一主義で行動する 

2. 「教育」を通じて子どもの成長を促す 

3. 「保護者」のニーズを的確に受け留める 

4. 「人的・物的環境」の整備徹底を行う 

  

 

2組織の目的  

 

1） 幼稚園の教育理念（教育目的） 

    

音楽を通じて情操教育とたくましい体力づくりで調和のとれた教育をめざします 

 

 

 



2） 幼稚園の教育目標（基本方針） 

 

   自ら律し、自ら考え、他人を思いやることができる 

真の｢生きる力｣をもった人物を育成すること 

    

 

3） 幼稚園の教育方針（教育内容） 

     

1.  ｢体育｣で健康な身体を育む 

2.  ｢音楽｣で豊かな感性を育む 

3.  ｢ティーム保育｣で道徳性の高い心を育む 

 

 

 

 

今後重点的に取り組む目標、計画 

幼稚園の教育課程の内容を確認し、教職員の共通理解をはかり、教育の質を高めるととも

に、保護者のニーズを確認することで、本園としての中、長期のビジョンを明確化し、幼

稚園が今後担う役割について検討する。 

 

 

 

 

2．昨年度の課題についての取り組み 

課題１ 具体的な取り組み方法 

指導計画について １．姉妹園の飯原保育園との「交流保育年間カリキ

ュラム」を作成し、（資料１）子ども同士の交流、

職員のティーム保育を取り入れ、実践すること

ができた。 

 ２．食育カリキュラムを作成（資料２）。前年度の経

験、反省を生かし、幼稚園独自の活動内容を実

践する事ができた。 

実際の取り組み 

 

１．幼稚園児が保育園へ出むく「保育園交流」では、

保育園の施設見学をしたり、同年齢の子たちと

自由に遊ぶ時間を設けた。また、普段接するこ

とが少ない未満児の姿をみて「優しくしてあげ

たい」「かわいい」などの感情を持つ姿も見られ



た。（写真１） 

・保育園児が幼稚園で過ごす「幼稚園交流」では、

一緒にルールのある遊びを行うなどさらに関わ

りが深まるような環境を作った。 

・職員交流では、互いの運動会、発表会の手伝いを

通して、互いの行事のあり方や、指導の配慮な

どに気付く時間となったり、普段の保育に参加

することで、幼稚園では受け入れがない未満児

の発達などを身近で感じることができ、子ども

の継続的な発達段階について考える機会となっ

た。 

 

 

 

 

２．昨年度の経験、反省を踏まえ幼稚園独自の「食

育カリキュラム」を作成。学年にあった食育活

動を行うことができた。 

特に年長は種もみから稲の収穫、更にそれを食

べる活動までの食の一連の流れを体験すること

ができたことは、今までにはできなかった良い

経験となった。また、前年度のクッキングに引

き続き、様々な食材を扱い、調理する経験をす

ることができ、「食べる」ことへの関心、感謝の

気持ちにつながった。（写真２） 

  

課題２ 具体的な取り組み方法 

教師の資質 指導向上に向けて 昨年同様、園内研修の実施。内容を幼稚園教育要領

改訂に伴い「幼児期までに育ってほしい 10 の姿」と

して職員間で話し合い、学びを深めることができた。

また、外部講師による研修も取り入れ資質向上に努

めた。 

実際の取り組み 園内研修の予定を作成（資料３） 

「幼児期に育ってほしい１０の姿」では項目ごとに

テキストを読み、意見を交換していくディスカッシ

ョン形式をとり、職員が共通理解できるよう勧めて

いった。また、実際の保育の中で悩む子どもの発達

に関しては、外部講師を招き、専門的な角度から話

をしていただいたことで、学びを深めることができ

た。（写真３） 

 



 

 

3 評価項目および取り組み状況 

評価分類 取り組み状況 

保育の計画性 園の教育理念・ 

教育方針の理解 

○園の教育理念や教育方針を常に理解し、教職員で話

し合い園の目指す幼児の姿を具体的にイメージし

ながら日々の保育にあたっている。 

指導計画の作成 ○園の方針を指導計画や保育に生かし、教育要領や幼

児の実態等を元に考えて作成している。 

○長期の指導計画は毎年見直しを行い、また短期の指

導計画は幼児の実態に常に対応できるような順応

性のあるものにしている。 

○総合的な活動ができるように考慮して作成してい

る。 

環境構成 ○ 指導計画に基づいて幼児が主体的に関わりたく

なるようにまた安全面に考慮して環境構成をし

ている。 

○ 楽しい雰囲気の中で安定して遊びこめる、時間や

環境の構成に努めている。 

○ 季節の変化や、幼児の発想を柔軟に取り入れて、

保育室の装飾や展示を考えている。 

 

保育と計画の評価

と反省 

○ 自分の保育の評価と反省を日々、保育日誌として

記載し、月ごとに職員で、反省・評価を行ってい

る。 

○ 評価・反省は次の保育を見直す材料となるよう反

省ノートとしてすぐ開示できる。 

保育の在り方

幼児への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康と安全への 

配慮 

○ 幼児の体調には常に気を配り体調が悪そうな幼

児には安静や検温など適切な処置を行い家庭に

連絡を入れるようにしている。 

○ けがや事故には特に気を配り、危険が予測される

場合は、幼児たちと一緒に見たり考えたりして気

付かせるように配慮している。 

○ 園内に危険な箇所がないか、遊具は安全か毎週点

検を行っている。 

幼児のみとりと 

理解 

○ 一人ひとりの幼児をよく理解する為には、観察、

予測、推察が大切であることを理解し自分の一方



 的な感じ方や考え方で決め付けないよう心がけ

ている。 

指導とかかわり ○ 幼児にあわせて同じように動いたり同じ目線に

たってものを見つめたりするように心がけてい

る。 

○ 遊びの援助者であることを理解し幼児にヒント

やアイデアをすぐに提供できるようにしている。 

○ 幼児のことについて常に保育者同士で話し合い、

クラス、学年を超えて情報を共有している。 

○ 異年齢児とのかかわりがもてるように、ティーム

保育（たてわり保育）を取り入れている。 

 

教師としての

資質や能力･

良識･適性 

専門家としての 

能力･良識･義務 

○ 幼稚園教諭としての専門知識や技能を常に身に

付けていけるよう年間を通しての研修や講習会

に参加している。 

○ 良識ある社会人としての心がけを忘れない。 

組織の一員として

の在り方 

○ 教職員全員でひとつのチームであることを意識

している。 

保護者への対

応 

情報の発信と受信 ○ 連絡帳を利用して、幼児の様子を必ず月に 1 度は

知らせている。また日々の様子について特記すべ

きことは必ずその日に連絡をとるようにしてい

る。 

○ ホームページやインスタグラム等の SNS で園で

の様子を配信している。 

○ 保護者からご意見をいただいた場合は、まず謙虚

にその話を聞き、内容によっては、職員全体で検

討し、共通理解の上で対処している。 

研修と研究  ○ 年間を通じての研修、および園児夏休み中に集中

研修をうけている。 

○ 園内研修を設け研修内容を教職員で共有し保育

に生かせる工夫をしている。 

○ 研修後は報告書の作成を徹底している。 

○ ティーム保育として教師が他のクラスに入り、ク

ラス担任の保育を見学して、保育の意見交換をし 

職員全員で全園児を共通理解できるように、園児

の個性を共有する時間を取っている。 



 

 

４．今後取り組むべき課題 

課題 具体的な取り組み方法 

指導計画について 新教育要領に基づき、カリキュラムの見直しを行う。子ど

もにとって「遊びの中から学ぶ」ことをポイントに遊びを

深める環境構成や、人的配慮などを考えていく。 

また、年齢発達に合った行事の内容、あり方を考え、「保

育の結果が行事に」の園の方針をさらに深く掘り下げて考

えていく。 

教師の資質指導向上にむけて 

 

 

 

 

 

 

今年度と同様の園内研修と合わせて PJ 会議の時間を設

け、各 PJ からの発信で学ぶ機会だけではなく、伝える機

会を作っていく。 

また、昨年度２回行ったティーム保育をさらに充実させ、

同学年、他学年、保育園など幅広く様々な保育をみて学ぶ

機会を設けていく。 

 

５．幼稚園関係者評価委員会よりの所見 

 

特に指摘すべき事項は無く、妥当であると認められている 

 

 

６．財務管理 

 

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



資料１   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 年中 年長 職員 備考

4 4/26（金）　保育園交流（ふじ）

5
5/10（金）　保育園交流（さくら）

5/28（金）　保育園交流（さつき）

ティーム保育
（岡本・有田）

6 ティーム保育
（大久保・平川）

7 盆踊り 夏祭り　合奏練習

9 幼稚園運動会（9/7）

10 10/17（木）　　幼稚園交流
ティーム保育（中堅）
　（市原）

保育園運動会（10/12）

11 11/13（水）
　　　園外、センターでの交流会

11/11（月）
　　　園外、センターでの交流会

ティーム保育（中堅）
（藤原）

12 保育園発表会（12/21）

1 なわとび大会 保育園発表会（1/25）

2 幼稚園発表会（2/10）

3

飯倉学園交流　年間カリキュラム　　　　２０１９年度



ねらい

4 4週目
苗植え

（ピーマン・オクラ）

・土づくりをする

・苗を植える

5 水やり

2週目

3週目

土づくり

種まき

・土を混ぜる

・芽だし

6 名前クイズ ・様々な野菜の名前を楽しむ 4週目 田植え
・ペットボトル？

・衣装ケース？

7 1週目
収穫

スタンプ

・収穫をする

・さわる、におう、半分に切って

みる、スタンプにして遊ぶ

水やり

8

9
仲間わけ

クイズ

・種類ごとに分けてみる

（土になるもの？皮ごと食べる

もの？など）

10 栄養クイズ
・どのような栄養があるか？

食べるとどうなるか？

クッキング

（　　　）

3週目

4週目

稲刈り

脱穀

11 4週目
クッキング

（八宝菜）
2週目

クッキング

（おにぎり・豚汁）
・買い物に行くとか？

12

1

2

3

年少 年中 年長

飯倉幼稚園　　2019年度　食育年間カリキュラム

絵本やペープサート、映像などを使い、「食物」・「食べること」に

興味・関心を持つことを目的とする

野菜を育てる楽しみや大変さを知り、興味を持つ。

収穫した野菜に触れ、五感を使う。スタンプ遊びやクッキングを通し

て野菜に親しみを持つことを目的とする

バケツ稲を通して、普段食べているお米は、小さな種もみからできて

いることを知り、収穫までたくさんの手をかけて育てる大変さや、収穫

の喜びを感じることを目的とする。

また、クッキングを通して、料理の楽しさや大変さを知り、家庭や、園で

のでの「食」の関心につなげる。

資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

資料３ 

園内研修 2019 予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月   

5 月 24 日（金） CAP プログラム（虐待研修） 

9 月 14 日（土） 夏の研修発表  

 25 日（水） 特別支援研修（西部療育センター） 

10 月 11日（金） 連絡帳をかいてみよう 

 23 日（水） 幼児期の終わりまでに育ってほしい10 の姿① 

11月 20 日（水） 幼児期の終わりまでに育ってほしい10 の姿② 

12 月 13 日（金） 幼児期の終わりまでに育ってほしい10 の姿③ 

1月 24 日（金） 幼児期の終わりまでに育ってほしい10 の姿④ 

2 月   

3 月 4 日（水） 幼児期の終わりまでに育ってほしい10 の姿まとめ 



 

写真 1 交流保育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 年長クッキング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

年中 野菜育て＆クッキング 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 園内研修 

 


